小課題の構想調書
０．中課題名（中課題リーダーが作成）：
　自治体・地域協働による災害時の都市機能維持に関する研究
１．小課題名（以下、小課題リーダーが作成）
　震災時における医療・福祉等施設の機能維持に関する研究
２．参加研究者と役割・リーダー・サブリーダー名：
①学内

	所属・職名
	研究者名
	主な役割（括弧内の番号は「研究内容」と対応）

	建築学科・教授
	長澤　泰
	研究代表（１～５）
研究の統括，被災時医療機能維持の可能性検討

	建築学科・教授
	山下　てつろう
	研究幹事（ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ）（３，５）
被災時医療需要の検討，医療・福祉等施設機能分担の検討

	建築学科・准教授
	村上　正浩
	研究分担者（４）
地域被災者の受療動向の検討，被災者搬送の検討

	建築学科・准教授
	山下　哲郎
	研究分担者（２）
震災時の医療施設被害特性の検討（構造）

	建築学科・教授
	野部　達夫
	研究分担者（２）
震災時の医療施設被害特性の検討（設備）


②学外

	所属・職名
	研究者名
	主な役割（括弧内の番号は「研究内容」と対応）

	国立保健医療科学院施設科学部・部長
	筧　淳夫
	研究分担者（１）
被災時医療機能維持の可能性検討

	同・主任研究官
	小林　健一
	研究分担者（５）
被災時医療需要の検討，医療施設機能分担の検討

	同・施設環境評価室長
	井上　由起子
	研究分担者（５）
被災高齢者の処遇の検討，福祉等施設機能分担の検討

	東京医科大学・救急医学講座・主任教授／東京医科大学病院・救命救急ｾﾝﾀｰ長
	行岡　哲男
	研究分担者（１）
被災時医療機能維持の可能性検討（病院全体）


３．小課題（研究プロジェクト）の概要
　①研究内容（300字程度）：
　保健医療施設の発災時における機能分担の検討を始め(1)，それぞれの施設の構造・設備の耐震性能(2)，人的あるいは建築的機能(3)を評価すると共に，震災による地域での被害（一般の建築および人：時刻・季節別）を想定し(4)，それに基づく被災者数（重症度別）および受療行動（時刻・季節別など）を検討する(5)。
　上記の検討に基づき，発災前の図上演習や防災訓練の企画・実施を行うと共に，PDCAサイクルによる広域情報共有システムあるいは都市機能の速やかな回復を可能にする協働体制作りを行う。
　これら研究成果の発信と共に，東アジア人口密集都市部における保健医療施設のBCPに関する戦略的研究拠点を形成する。
　②期待される成果と公表計画（200字程度）：
　人口過密都市（新宿）とそのサテライト都市（八王子），すなわち交互補完関係にある２拠点の被害予測とそこに基づく被災者数の予測，被災者の受療行動の予測，医療・福祉等施設の人的・建築的被害予測と保有機能水準の予測，さらには両地域の具体的交互補完的連携の姿と得失を得ることで，両地域で今後取り組むべき具体策（BCPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）を構築することができる。これら期待している予測等の成果は，ｲﾝﾌﾟｯﾄ／ｱｳﾄﾌﾟｯﾄの関係にはあるが，それぞれを変数として相互共有することで，同時進行が可能で，逐次公表できると考えている。
４．年度別の具体的な研究内容と、研究費の主な使用目的・内容
　平成２１年度（200字程度）：新宿・八王子の両地区における，医療施設を中心としたボロノイ領域内の医療・福祉等施設の人的あるいは建築的機能の評価を行い，これに基づく機能分担を定める(1)(3)。
研究費の使途：領域内医療・福祉等施設の人的・建築的機能評価を行うための調査，ﾃﾞｰﾀ入力などへの謝金　～　700千円
　平成２２年度（200字程度）：上記で定めた医療施設中心のボロノイ領域内人口（時間帯別など），被害予測（建物・被災者数・道路網など）を明らかにする～(4)(5)
研究費の使途：領域内人口などの予測を行うためのｿﾌﾄｳｪｱ整備　～　800千円
　平成２３年度（200字程度）：領域内医療・福祉等施設の構造・設備の耐震性能を評価する(2)。また同時に，医療・福祉等施設におけるBCPを策定する。
＜東ｱｼﾞｱ地域ﾌｫｰﾗﾑを開催し，成果の公表と協力関係の構築を目標とする＞
研究費の使途：ﾌｫｰﾗﾑ開催にかかる海外研究者の招聘　～　1,500千円
　平成２４年度（200字程度）：WHO東南ｱｼﾞｱ事務局などと協力し，東ｱｼﾞｱ人口密集都市部（中国・台湾など）での事例について，上記の手法を適用して，各国の研究者と協働して検討する。
研究費の使途：対象地域の人的・建築的機能評価を行うための調査　～　800千円
　平成２５年度（200字程度）：引き続き，各国の研究者と協働してBCPを策定する。また最終年度にあたり，「震災」にとどまらず，人口過密都市の災害時医療機能維持に関する研究拠点を，WHO東南ｱｼﾞｱ事務局や東ｱｼﾞｱの研究者の協力を得て設立する。
研究費の使途：対象地域でのBCP策定，及び研究拠点形成にかかる交通費　～　1,200千円
５．装置・設備の年次計画（年度ごとの具体的な整備・使用計画）

①購入予定の装置・設備（名称、使用目的、予算。内容の分かる補足資料も添付してください）：
②その他の装置・設備の概要（既存で本事業で使用のもの）：
	整備

年度
	装置・設備名
	主な使用目的

	－
	該当無し
	該当無し


③年次計画（年度ごとの具体的な整備・使用計画）
　平成２１年度（100字程度）：該当無し
　平成２２年度（100字程度）：該当無し
　平成２３年度（100字程度）：該当無し
　平成２４年度（100字程度）：該当無し
　平成２５年度（100字程度）：該当無し
６．本事業費以外に本プロジェクトの実施に必要な研究費等の申請予定（科研費・委託金など）

	補助金配当機関名
	補助金等の名称
	研究代表者
	研究課題名
	申請予定事業額

(千円)

	該当無し
	該当無し
	該当無し
	該当無し
	該当無し


７．参加研究者の科学研究費補助金の申請・採択状況（平成19・20年度分のみ記入）
	年度
	研究種目
	課題名
	研究者名（代表・分担の別）
	採択金額(千円)

	19-21
	萌芽研究
	人口減少・少子高齢時代の保健・医療・福祉環境再構築－人口過疎地域の地域施設計画－
	山下てつろう(代表)
	1,200(19)

630(20)

	17-19
	基盤研究(B)一般
	医療・患者情報の電子化によるﾊﾟｰｿﾅﾙ看護拠点の出現とそれに伴う病棟平面の再構成
	山下てつろう(代表)
	1,200(19)

	19-21
	萌芽研究
	人口減少・少子高齢時代の保健・医療・福祉環境再構築－人口過疎地域の地域施設計画－
	筧淳夫(分担)
	0(19)

150(20)

	19-20
	基盤研究(Ｃ)一般
	高齢期における地域居住を支えるすまいと活動拠点に関する研究
	井上由起子(代表)
	2,350(19)

1,750(20)

	19-20
	基盤研究(Ａ)
	ヒューマンケアにおける相互行為の社会学的分析に基づく支援システムの研究
	行岡哲男(分担)
	0(19) 

400(20) 

	20-24
	新学術領域研究(研究領域提案型)
	インタラクション環境のデザイン－質的研究の新時代
	行岡哲男(分担)
	697(20) 


８．当該研究事業に参加する研究者の科学研究費補助金以外の研究費補助金等

（平成19・20年度分で百万円以上のものを記入：年度ごとに本人の補助分担額を記入）

	年度
	補助金配当機関名
	補助金等の名称
	課題名
	研究者名
	金額(百万円)

	20－22
	文部科学省
	新規学習ﾆｰｽﾞ対応ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ支援
	首都直下地震などの震災に備える施設管理者・技術者への減災対策および復旧復興ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
	山下てつろう(分担)
	0(20)

	20
	浦河赤十字病院
	工学院大学共同調査研究
	人口過疎地域の中核医療施設の将来像に関する研究
	山下てつろう(代表)
	1,500(20)

	20
	厚生労働省
	厚生労働科学研究費補助金特別研究事業
	新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ発生時において停留施設として使用する宿泊施設の評価手法の開発及び安全性の確保に関する研究
	筧淳夫(代表)
	3,000(20)

	20
	厚生労働省
	厚生科学研究費補助金新興・再興感染症研究事業
	我が国における一類感染症の患者発生時の臨床的対応に関する研究
	筧淳夫(分担)
	3,500(20)

	19-20
	足利赤十字病院
	委託研究
	急性期医療施設における病棟内諸室に関する研究
	筧淳夫(代表)
	2,000(20?)

	18-19
	厚生労働省
	厚生労働科学研究費
	特別養護老人ホームにおけるサテライト居住と本体改修に関する研究
	井上由起子(代表)
	3,000(18)

3,000(19)

	20-21
	厚生労働省
	厚生労働科学研究費
	市場性を備えた良質な高齢者住宅の供給とケアサービスの附帯のさせ方に関する研究
	井上由起子(代表)
	6,020(20)

	20-24
	科学技術振興機構
	社会技術研究開発事業
	多視点化による「共有する医療」の実現に向けた研究
	行岡哲男(代表)
	9,400(20)


９　参加研究者の主な業績（最近５ヶ年で発表した主な学術論文（掲載された雑誌名を必ず記載。ただし、口頭発表は含まない。）、学術研究著書を研究者ごとに発表年次順に記入。構想調書作成上の留意事項を参照し、研究プロジェクトに関連する業績を記入。）
	所属・職名
	研究者名
	発表論文名・著書名、号、ページ
	発表年・月
	査読の有無

	工学部・教授
	山下てつろう
	在宅要介護高齢者の住宅内での行動範囲と身体機能評価との関係について，日本医療・病院管理学会誌　Vol.45　No.4，pp.263-275，日本医療・病院管理学会
	2008・10
	有

	同上
	山下てつろう
	「パーソナル看護拠点」およびその他の看護拠点の機能と配置に関する研究－医療・患者情報の電子化と急性期病棟計画の再検討 その２－，日本建築学会計画系論文集 NO.625， PP.527-534，日本建築学会
	2008・3
	有

	同上
	山下てつろう
	「パーソナル看護拠点」が看護業務に与える影響，日本建築学会計画系論文集 NO.622　PP.57-64，日本建築学会
	2007・12
	有

	同上
	山下てつろう
	将来推計人口の分布と住民の意識からみた地域施設配置に関する研究，日本建築学会大会学術講演梗概集E-1，PP.9-12，日本建築学会
	2006・９
	有

	同上
	山下てつろう
	震災時における受療行動のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ，日本建築学会大会学術講演梗概集E-1，PP.217-218，日本建築学会
	2004・９
	無

	国立保健医療科学院施設科学部・部長
	筧淳夫
	「パーソナル看護拠点」およびその他の看護拠点の機能と配置に関する研究－医療・患者情報の電子化と急性期病棟計画の再検討 その２－，日本建築学会計画系論文集 NO.625， PP.527-534，日本建築学会
	2008・3
	有

	同上
	筧淳夫
	「パーソナル看護拠点」が看護業務に与える影響，日本建築学会計画系論文集 NO.622　PP.57-64，日本建築学会
	2007・12
	有

	同上
	筧淳夫
	ベッドからの転落への物的対策の検討－急性期病院における入院患者の転倒・転落への物的対策に関する研究　１－．病院管理　2007;44(2):41-53.
	2007・4
	有

	同上
	筧淳夫
	治療－療養の場としての回復期リハビリテーション病棟の建築環境に関する考察　回復期リハビリテーション病棟のあり方に関する研究　その２．日本建築学会計画系論文集　2007;613:53-8
	2007・3
	有

	同上
	筧淳夫
	外来点滴センターの機能と治療環境に関する考察，病院の通院治療部門の建築計画に関する研究．日本建築学会計画系論文集　2004；(581)：9-15.
	2004・7
	有

	同上
	筧淳夫
	回復期リハビリテーション病棟におけるチームアプローチのあり方に関する研究．病院管理 2004；41(1)：27-36
	2004・1
	有

	国立保健医療科学院施設科学部・施設環境評価室長
	生田京子，井上由起子，小野幸子，坪井桂子
	ユニット型介護保険施設における看取りに関する研究．日本建築学会計画系論文集 622:49-56
	2007
	有

	同上
	須田眞史，横井郁子，橋本美芽，三宅祥三，筧淳夫，井上由起子
	ベッドから転落への物的対策の検討―急性期病院における入院患者の転倒・転落への物的対策に関する研究1―病院管理　;4:14441-52.
	2007
	有

	同上
	井上由起子
	まちなかグループホームにおける地域生活の具体に関する考察　高齢期における地域生活に関する研究　その4．日本建築学会計画系論文集．2007;614:57-63
	2007
	有

	同上
	井上由起子，筧淳夫．
	治療―療養の場としての回復期リハビリテーション病棟の建築環境に関する考察　　回復期リハビリテーション病棟のあり方に関する研究　その2．日本建築学会計画系論文集．2007;613:53-8
	2007
	有

	国立保健医療科学院施設科学部・主任研究官
	小林健一
	医療機器および什器の振動台実験について〜震災時における建物の機能保持に関する研究〜．日本医療・病院管理学会誌；45(Suppl.)：184.
	2008.10
	無

	同上
	小林健一
	病院の地震対策に関する実態調査について　−建築・設備関係を中心として−．日本集団災害医学会誌　2007；12 (2)：196-206
	2007.12
	有

	同上
	小林健一
	応急仮設住宅における居住環境改変とその支援−「仮設カフェ」による実践的研究−．日本建築学会計画系論文集　2007；622：9-16
	2007.12
	有

	東京医科大学・救急医学講座・主任教授／東京医科大学病院・救命救急ｾﾝﾀｰ長
	Sasaki H.，※Yukioka T.，et al.（7人中2人目）
	Is there a self-preserving hypothermic mechanism in shock? ，Shock， vol.27，no.4，pp. 354-357
	
	有

	同上
	Uchida K.，※Yukioka T.，et al.（4人中4番目）
	Inhibition of inducible nitric oxide synthase ameliorates lung injury in rats after gut ischemia-reperfusion，Journal of Trauma， vol.63，no.3，pp. 603-607
	
	有

	同上
	Yukioka T.
	The 2005 Everett Idris Evans Memorial Lecture『Phenomenology in the Context of Burn Care:From "A Correct Judgment" to "A Judgment with Convinced Validity"』，Journal of Burn Care & Research， vol.1，no.1，pp.14-17
	
	有

	同上
	行岡哲男
	正しい救急処置に求められる根拠と合理性とは何か―「正しさ」：その確信成立の条件―救急医学， vol.30，no.10，pp.1127-1133
	
	有

	同上
	行岡哲男
	救急医療における組織・臓器提供－その原理的思索の試み－，日救急医会誌， vol.17，no.8，pp.247-256
	
	有

	同上
	Ohta S.，※Yukioka T.，et al.（7人中7番目）
	Remote support for emergency medicine using a remote-control laser pointer， Journal of Telemedicine and Telecare， vol.12，no.1，pp.44-48
	
	有

	同上
	Nemoto M.，※Yukioka T.，et al.（6人中4番目）
	Aggressive endoscopic hemostasis for severe gastrointestinal bleeding in critically ill patients to decrease mortality， Hepato-Gastroenterology， no.53，pp.381-384
	
	有

	同上
	Morozumni J.，※Yukioka T.，et al.（7人中7番目）
	The role of edaravone on the impairment of endothelial barrier function induced by acute oxidative stress in cultured human umbilical vein endothelial cell monolayer， Journal of Trauma， vol.59，no.3，pp. 570-574
	
	有

	同上
	行岡哲男
	被虐待児症候群，標準救急医学， pp.365-366
	
	有

	同上
	Ohta S.，※Yukioka T.，et al.（5人中2番目）
	Efficacy of Endoscopic Hemoclipping for GI Bleeding in Relation to Severity of Shock， Hepato-Gastroenterology， vol.50， pp.721-724
	2003
	有











